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楽し
く学ぼう♪楽し
く学ぼう♪

　

「
輝
く
未
来
展
」
は

市
内
の
小
学
生
・
幼
稚

園
児
の
作
品
を
通
し
て

『
未
来
・
夢
・
こ
こ
ろ
』

を
感
じ
る
機
会
を
提
供

し
、
子
供
た
ち
の
『
感

性
と
意
欲
』
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
に
な

っ
て
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た

本
年
度
は
小
学
生
の
部
４
１
９

点
・
幼
稚
園
の
部
４
３
３
点
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
に
お
い

て
は
市
長
賞
・
議
長
賞
・
教
育
長
賞
が
選
ば
れ
、
12
月
24

日
に
麻
生
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日 (

金)

、
北
浦
公
民
館

に
お
い
て
書
初
め
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
は

57
名
。
普
段
か
ら
お
習
字
教
室
に

通
っ
て
い
る
子
、
は
じ
め
て
筆
を

握
る
子
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た

が
、
講
師
の
方
に
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
楽
し
そ
う
に
書
い
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
力
作
50
点
は
２
月
13
日
ま
で
北
浦
公
民
館
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
会
と
は
市
内
在
住
の
高
校
生
、
ま
た
は
、
市
内
の
高
校

に
通
う
高
校
生
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
市
の

事
業
に
指
導
・
引
率
者
と
し
て
参
加
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
近
隣
市
町
村
の
高
校
生
会
と
交
流
を
図
る
な
ど
、
幅
広
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

◇
対
象
者　

行
方
市
在
住
又
は
在
学
の
高
校
生

◇
年
会
費　

１，
０
０
０
円

◇
問
合
せ
・
申
込
先　

　
　

生
涯
学
習
課 (

北
浦
公
民
館
内) 

☎
０
２
９
１
ー
３
５
ー
２
９
０
７

書

初

め

大

会

高
校
生
会
会
員

募
集
!!

行
方
市
「
輝
く
未
来
展
」
入
賞
者
発
表
！

原
目　

莉
沙 (

大
和
二
小
１
年)

稲
川　

夏
帆 (

太
田
小
２
年)

大
輪　

理
恵 (

行
方
小
３
年)

坂
本
英
織
香 (

大
和
二
小
４
年)

内
田　

理
絵 (

大
和
二
小
５
年)

横
田　

拓
也 (

太
田
小
６
年)

市
長
賞 (
書
の
部)

市
長
賞 (

絵
画
の
部)

市
長
賞 (
書
の
部)

市
長
賞 (

絵
画
の
部)

仲
田　

和
馬 (

玉
川
小
１
年)

吉
川　

昂
輝 (

玉
造
小
２
年)

倉
辻　

香
里 (

太
田
小
３
年)

大
橋
明
日
香 (

行
方
小
４
年)

関
口　

晴
紀 (

玉
造
西
小
５
年)

藤
野
有
加
里 (

麻
生
小
６
年)



　

国
民
文
化
祭
の
目
的
は
、
全
国
各
地
で
文

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
々
が
集
い
交
流
す

る
こ
と
で
す
が
、
二
義
的
目
的
は
開
催
地
の

文
化
を
築
い
て
き
た
風
土
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

霞
ヶ
浦
と
行
方
台
地
に
育
ま
れ
た
食
の
文

化
を
紹
介
す
る
こ
と
、
多
く
の
芸
術
家
を
育

ん
で
き
た
景
観
な
ど
を
来
訪
者
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
な
使
命
で
す
。

　

今
回
の
プ
レ
事
業
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ａ
な

め
が
た
、
行
方
地
域
農
業
振
興
協
議
会
の
後

援
を
い
た
だ
き
、
行
方
麻
生
商
工
会
女
性
部

の
方
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
行
方
ブ
ラ
ン
ド

米
の
お
に
ぎ
り
や
牛
乳
仕
立
て
の
行
方
け
ん

ち
ん
汁
、
レ
ン
コ
ン
が
ん
も
な
ど
「
味
わ
い

応
援
団
」
事
業
の
お
も
て
な
し
も
あ
り
、
参

加
者
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
13
日 (

土)

、
行
方
市
麻
生
公
民
館
を

会
場
に
、
行
方
文
芸
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
第
23
回
国
民
文
化
祭
・
い

ば
ら
き
２
０
０
８
を
二
年
後
に
控
え
、
同
文

化
祭
行
方
市
実
行
委
員
会
が
茨
城
県
内
市
町

村
の
先
鞭
を
切
っ
て
第
１
回
行
方
市
プ
レ
事

業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

行
方
市
で
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
に
実
行
委
員
会
事
務
局
を
設
け
、
国
民
文

化
祭
の
趣
旨
に
沿
い
、
文
化
交
流
を
通
し
た

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
、
地
域
資
源
の
利

活
用
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
秘
書
広

聴
課
、
企
画
課
、
商
工
観
光
課
の
行
政
担
当
者

に
加
え
、
文
化
協
会
や
商
工
会
役
職
員
を
構

成
メ
ン
バ
ー
に
開
催
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
県
で
の
開
催
を
機
に
、
既
存
の
文

化
資
源
の
活
用
に
加
え
、
新
た
な
資
源
の
掘

り
起
こ
し
に
も
努
め
、
農
畜
産
物
や
水
産
加

工
品
な
ど
の
地
場
産
品
と
麗
し
い
景
観
及
び

歴
史
文
化
資
源
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
、
新

た
な
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年
名
古
屋
で
年
賀

状
が
発
見
さ
れ
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
十
返

舎
一
九
」
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
隆
盛
し
た

「
狂
歌
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
一
九
と
狂
歌

そ
し
て
一
九
と
行
方
地
方
の
か
か
わ
り
の
あ

る
作
品
を
題
材
に
解
き
明
か
し
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
は
、
地
元
茨
城
県
立
麻
生
高
等

学
校
文
芸
部
の
ほ
か
、
文
芸
愛
好
家
や
郷
土

史
家
な
ど
百
三
十
名
余
が
参
加
し
、
初
春
の

一
日
を
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
笑
い
」
の
文

学
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
俳
人
で
茨
城
川
柳
の
選
者

で
も
あ
る
河
野
香
苑
先
生
に
よ
り
、「
狂
歌
」

や
「
川
柳
」
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
と
エ
ス
プ
リ

の
世
界
に
つ
い
て
、
作
品
鑑
賞
や
即
興
で
の

創
作
を
通
し
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
派
遣
事
業
に
よ
り

お
越
し
い
た
だ
い
た
同
大
学
文
学
教
授
の
中

山
尚
夫
先
生
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
返
舎
一
九
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
先
生

か
ら
は
、
一
九
の
代
表
作
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
の
誕
生
秘
話
や
「
狂
歌
」
に
傾
倒
し
た

一
九
の
作
品
制
作
過
程
な
ど
を
詳
し
く
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
一
九
作
品
制

作
過
程
で
重
要
な
常
総
へ
の
旅
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
が
強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。


